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［２０２０年５月３日主日礼拝説教要旨］ 

 

「神 の 民」 

聖書の箇所：Ⅰペテロ ２：１～１０ 

今週の御言葉：「あなたがたは、以前は神の民ではなかったのに、今は神の民であり」 

（Ⅰペテロ２：１０） 

 

＜導 入＞ 

 コロナウィルスの感染者は、世界で約３００万人、死亡者は約２０万人（４月２８日時点）

です。日本の感染者は約１万４千人、死亡者は約３８０人となっています。まさにパンデミ

ック（感染症の世界的大流行）です。このようなことは、歴史において初めてのことではな

く、１００年前にも起こりました。いわゆる「スペイン風邪」の大流行です。「スペイン風邪」

とは、Ａ型インフルエンザのことであり、１９１８年（大正７年）春にアメリカとヨーロッ

パで感染が広がり、１９２０年まで世界中で猛威を振るいました。感染者は世界人口の２５％

～３０％、死者は２千万～４千万人と言われています。当時の日本の人口は、約５７００万

人でしたが、国の統計によりますと感染者は約２３８０万人（41.8％）、死者は約３８万８千

人（吹田市の人口とちょうど同じ位）に及びました。国内では、三回の流行期がありました。

１９１８年（大正７年）８月～翌１９年７年の最初の流行期には約２０００万人が感染し、

約２１万人が死亡しています。その後１９１９年９月～１９２０年７月、１９２０年８月～

１９２１年７月にも流行しています。感染の始めから終息まで、約３年かかっています。当

時の新聞には、「恐怖時代襲来す。咳一つ出ても外出するな」とあります。当時の対策は、「マ

スクをする、密集は避ける、患者を隔離する」ということであり、現在と変わっていません。

「三密：密集・密閉・密接」を避け、人との間隔を２ｍ以上開けるように言われています。

今、人と関係が遮断されています。 

 神様は、人を造られた時、「人が、ひとりでいるのは良くない。わたしは彼のために、彼に

ふさわしい助け手を造ろう」と言われました（創世記２：１８）。人は、人との関係に生きる

ように造られました。今、人との関係が制限されています。しかし、人は人との関係に生き

るだけでなく、神様との関係に生きるように創造されました。「神である主は人に命じて仰せ

られた『あなたは、園のどの木からでも思いのまま食べてよい。しかし善悪の知識の木から

取って食べてはならない。それを取って食べるとき、あなたは必ず死ぬ』」とあります（創世

記１：１７）。私たちにとって、人との関係だけでなく、神様との関係がもっと大切です。神

様と関係は、私たちがどんな状況に陥ろうとも、決して損なわれることはありません。ペテ

ロは、信仰の迫害に遭っているクリスチャンに、信仰の本質である神様との関係について語

りました。今コロナウィルスの情報があふれ、私たちの心は恐れたり、心配したり、不自由

で、窮屈になったりします。この時こそ、私たちは神様との関係を深めたいものです。そう

すれば、どんなことが起こっても、信仰を保ち続けられるでしょう。 

  

主 題： 私たちは、神の民として、神様との関係に生きています。御言葉を慕い求め、礼拝

を通して自分自身を神様にささげ、神様がおられることをあかししましょう。 

 

    Ⅰ．神の民 

▽Ⅰペテロ２：９、１０ この言葉は、異邦人のクリスチャンに対して言われたものですが、

私たちにも適用できます。私たちは、今「神の民」であり、「神の所有とされた民」です。私
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たちは、神様のものであり、神様に属する者です。この御言葉は、次の旧約聖書の言葉から

来ています。出エジプト１９：５、６ 「わたしの契約を守るなら」とあります。私たちと

神様とは、「契約関係」にあります。つまり私たちは、神様との関係に生きています。この約

束は、神様が選ばれたイスラエルの民になされましたが、今や私たちと神様との関係におい

て実現しています。私たちは、神様との関係において「わたしの宝」となり、「聖なる国民」

となるのです。私たちは、神様の御前では「宝」のように価値ある者です。人は、私たちの

価値を認めてくれないかもしれません。しかし神様は、私たちを「宝」のように価値ある存

在と認めてくださいます。そして私たちは、「聖なる国民」です。「聖なる」という原語は、

「異なる」という意味があります。私たちは、この世の人とは異なる存在です。違いは、私

たちは神様のみこころを求め、神様のみこころに従おうという意志をもっていることです。

そして、神様を愛し、神様に喜ばれるように生きたいと願っています。１９世紀のフランス

に、体の弱い一人の若い修道女がいました。彼女は、他の修道女のように大きなことはでき

ないと葛藤しながら、小さいことに愛を込めるように心がけていました。ある日、彼女は礼

拝堂でバラの花びらを撒きながら、涙を流してお祈りしていました。つらい奉仕を終えて帰

ってきた先輩たちが、そのような彼女を見て、どうして外へ出て奉仕をしないのかと責めま

した。先輩たちは、神様を愛していれば、奉仕をするはずだと言いました。彼女は「奉仕を

するために神様を愛するのではなく、ただ愛するという目的で神様を愛せることが幸いなの

です」と言いました。彼女は、若くして亡くなりましたが、決して奉仕を否定していたので

はありません。彼女は、そこで神様と一対一で対話し、神様の愛を深く受け止めていたので

す。この彼女の体験に関して、ある先生が次のように言っておられます。「信仰とは、私たち

が神様を信じることではありません。神様から与えられる光を信頼して受け取ることです。

その光は、消えることのない永遠の光です。どんなときも私たちに与えられている信仰の光

です。私の思いから始まる不確かな人生ではなく、神の愛に動かされる人生です」と。神様

との関係に生きるとは、まず神様から与えられる愛と恵みを受け取ることから始まります。

神様の愛と恵みは、どんな状況であったとしても、変わりなく注がれています。私たちは、

いつでも、どこでもそれを受け取ることができます。そこから神様の愛に生かされる人生を

送るようになります。ある人は、どうしてコロナウィルスが人々のいのちを奪い、社会を大

混乱に陥れているのか、神様は本当に愛なのかと言うかもしれません。しかし、それは人間

の考えであり、私たちの信仰はそれでも神様は愛ですと告白します。故三浦綾子さんは、ガ

ンをわずらわれた時、神様は私をえこひいきしておられると言われたそうです。人間的には

絶望的な状況の中にあっても、三浦綾子さんは、神様の愛を受け取っておられたのです。 

 

Ⅱ．神の民として生きる 

▽Ⅰペテロ２：１、２ ここには、神の民として「捨てるべきこと」と「求めるべきこと」

が具体的に語られています。「捨てる」という言葉は、自分の衣服を脱ぐ場合に用いられます。

泥まみれの汚い衣服を脱ぐように、神の民として脱ぎ捨てなければならないものがあります。

それは、「悪意」（他の人を害しようとする思い）、「ごまかし」「偽善」（神様のためでなく、

自分の利益や名誉を求める思い）「ねたみ」「悪口」（中傷的な陰口）です。このような思いは、

互いに愛し合うことを妨げ、一つになることを難しくします。ですから、これらの思いは、

神様に助けられて、断固として捨てなくてはなりません。一方、「求むべきこと」は、神様の

御言葉です。御言葉の中には、神の民としての生き方が示されています。「みことばの乳」と

ありますように、御言葉は、私たちと神様との関係、また互いの関係を保ち、養い、成長さ

せます。私たちは、神様の御言葉の乳によって養われるのです。御言葉によって神の民とし

て不用なものが削り取られ、神の民として生きるのにふさわしい信仰が養われます。神様は

彫刻家として、私たちを神の民として整え、キリストに似た者へと変えられます。私たちの
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不用なものが削り取られる時、痛みを伴います。その痛みの中で、神の民として生きること

を学びます。私たちはもっとみことばを慕い求めましょう。詩篇の中に「鹿が谷川の流れを

慕いあえぐように、神よ。私のたましいはあなたを慕いあえぎます」（詩篇４２：１）「私は

あなたの救いを慕っています。主よ。あなたのみおしえは私の喜びです」（詩篇１１９：１７

４）とあります。 

▽Ⅰペテロ２：４、５ この箇所の大切な言葉は、「築き上げる」と「ささげる」です。イエ

スは、神様の目には選ばれた、尊い「生ける石」です。石は、建物の土台として使われます。

神の民の生き方の土台は、イエスです。イエスは石のように不変であり、強固です。石を土

台にした建物が簡単に壊れないように、イエスを土台にしたクリスチャン生活も確かです。

イエスが生きておられるように、私たちもいのちにあふれています。私たちは、「霊の家」す

なわち、教会を築き上げる役割があります。スパルタに有名な物語があります。スパルタの

王は、その城壁を、自慢げに訪ねてきた王に案内していました。訪ねてきた王は、その城壁

を見て、建物らしきものはなかったので、スパルタの王に尋ねました「あなたが自慢してお

られる城壁はどこにありますか」。すると、スパルタの王は、堂々としたスパルタ軍の護衛隊

を指さして、「これがスパルタの城壁です。この一人ひとりが、そのれんがです」と答えたと

いうことです。れんがは一つでは、ほとんど役に立ちません。建物に組み入れられて初めて、

有用なものになります。そのようにクリスチャンも、教会の中で、その存在意義を見出しま

す。教会は、神様が生きて働いておられる目に見える証拠です。教会を離れて、孤立したク

リスチャンは、成り立ちません。一人ひとりのクリスチャンは、教会の必要不可欠な器です。

今コロナウィルスの感染のため、クリスチャンが集まることはできませんが、この状態は、

正常ではありません。私たちひとり一人は、教会を築き上げる大切な器であることを心に留

めておきましょう。 

私たちは、「聖なる祭司」です。祭司は、神様にささげものをする人です。私たちクリスチ

ャンが、日常生活で行うことは、神様へのささげものです。私たちがなすすべてのことは、

神様のためです。仕事も、家事も、学びも自分のためというよりも、神様の栄光のために行

います。ですから、人には顧みられてないような行いも、神様の栄光につながります。また

クリスチャンは、礼拝を神様へのささげものとします。礼拝は強制されてするものではなく、

私たちの最善のものを神様に差し出すものです。ですから、神様への礼拝は、喜びです。こ

の時期、教会に集まって礼拝をささげることはできませんので、インターネットやＤＶＤで

の礼拝となります。すると、ついメッセージを聞くことで十分だと思いやすいものですが、

このような形で行われる礼拝も神様へのささげものであるという本質は変わりません。礼拝

を通して、神様に自分自身をささげ、日々の生活を神様にささげる決断をしましょう。 

▽Ⅰペテロ２：９ クリスチャンは、神様の「すばらしいわざ」をあかしするために、この

世に生きています。自分が体験した神様のみわざをあかしして、神様がおられることを示す

のです。現在、コロナウィルスの問題で日本中、世界中が右往左往しています。このような

時こそ、神様がおられることをあかししたいものです。最後に、在原先生から送られてきた

ニュースレターを紹介したいと思います。（抜粋）「ウィルス感染騒ぎの渦中３月中旬『すべ

ての集会禁止』がキリスト教会に対して発令されました。諸教会は市民にほぼ行き渡ってい

るスマートフォンを活用することで、信徒達を励ましています。・・・工場や商店の閉鎖から

くる最大の問題は、解雇されることで生まれる失業者とその家庭の生活困窮です。「国境閉鎖」

「都市封鎖」のため、パラグアイ宣教は中断し、ミシオネス州の宣教も停止状態です・・・

教会建設も資材購入が困難になり、ここで頓挫状態に陥ってしまいました。・・・今は祈りを

通して信仰を強くされ、大切なのは『Never give up！』（決してあきらめるな）でしょうか」。

私たちも、この時、先生と同じように『Never give up！』（決してあきらめるな）という思

いをもって、神の民として、神様がおられることを考え方や生き方を通して現わしていきま

しょう。 
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